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日
建
連
は
、
子
ど
も
た
ち
に
建
設
に
対
す
る
興

味
や
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
土
木
学
会

が
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
昨

年
実
施
し
た
「
未
来
の
Ｔ
＆
Ｉ
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

Ｉ
部
門
で
入
賞
し
た
二
組
の
小
学
生
チ
ー
ム
の
ご

家
族
等
を
土
木
工
事
現
場
と
技
術
研
究
所
に
招
き
、

見
学
会
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。

　
「
未
来
の
Ｔ
＆
Ｉ
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
土
木
の
専

門
家
や
大
学
生
等
を
対
象
に
、「
自
分
た
ち
が
実

現
し
た
い
未
来
社
会
」
の
ア
イ
デ
ア
と
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
技
術
的
検
討
を
提
案
す
る
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
（
Ｔ
）
部
門
、
小
中
学
生
を
含
む
一
般
を

対
象
に
、「
自
分
た
ち
が
住
み
た
い
未
来
の
社
会
」

に
つ
い
て
広
く
自
由
な
ア
イ
デ
ア
を
募
っ
た
ア
イ

デ
ア
（
Ｉ
）
部
門
の
二
部
門
を
設
け
て
公
募
が
行

わ
れ
た
。 モ

ノ
づ
く
り
の

喜
び
を
体
感

n i k k e n r e n  a c t i o n  r e p o r t n i k k e n r e n  a c t i o n  r e p o r t

─
「
未
来
の
Ｔ
＆
Ｉ
コ
ン
テ
ス
ト
」

　

 

入
賞
者
の
見
学
会
を
実
施
─

　

日
建
連
が
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
協
力
し
た
の
が

Ｉ
部
門
で
あ
る
。
応
募
の
あ
っ
た
二
〇
九
件
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
五
つ
の
提
案
を
、
未
来
プ
ラ
ン
ナ

ー
（
ア
イ
デ
ア
提
案
者
）
と
日
建
連
土
木
工
事
技

術
委
員
会
傘
下
の
五
部
会
の
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
チ

ー
ム
を
組
ん
で
、
提
案
の
実
現
に
向
け
て
技
術
的

検
討
を
行
い
、
結
果
を
昨
年
十
月
十
一
日
、
日
本

科
学
未
来
館
に
お
い
て
、
選
考
委
員
（
委
員
長
：

毛
利
衛
日
本
科
学
未
来
館
館
長
・
宇
宙
飛
行
士
）

の
前
で
発
表
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞

に
チ
ー
ム
藤
井
の
「
ゆ
た
か
な
森
の
お
が
く
ず
道

路
」
が
選
ば
れ
た
。

　

見
学
当
日
の
様
子
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
「
未
来
の
ふ
く
ご
う
道
路
」
で
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
チ
ー
ム
山
田
の
山
田
桐
哉
君
（
小
学
校
二
年

生
﹇
見
学
当
時
﹈）
一
家
（
両
親
、
弟
﹇
三
歳
﹈）

は
本
年
二
月
二
十
八
日
、
コ
ン
テ
ス
ト
で
一
緒
に

検
討
し
た
津
川
優
司
委
員
（
飛
島
建
設
）
ら
の
案

内
で
、
兵
庫
県
赤
穂
郡
で
平
成
二
十
八
年
三
月
の

完
成
に
向
け
て
建
設
が
進
ん
で
い
る
金
出
地
ダ
ム

（
飛
島
・
佐
藤
・
ノ
バ
ッ
ク
・
森
崎
Ｊ
Ｖ
）
を
見
学

し
た
。

　

は
じ
め
に
飛
島
Ｊ
Ｖ
の
西
浦
和
幸
所
長
か
ら
、

金
出
地
ダ
ム
は
、
千
種
川
水
系
鞍く

ら

居い

川か
わ

が
過
去
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
水
害
を
幾
度
も
起
こ

し
た
こ
と
か
ら
、
鞍
居
川
沿
川
を
洪
水
か
ら
ま
も

る
（
治
水
）
と
と
も
に
、
約
一
二
〇
㌶
の
田
畑
の

農
業
用
の
灌
漑
用
水
の
補
給
（
利
水
）
や
川
に
棲

む
ア
ユ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
植
物
の
保
全
（
環

境
）
を
目
的
に
建
設
さ
れ
る
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ダ
ム
で
あ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

説
明
終
了
後
、
高
さ
約
六
二
㍍
あ
る
ダ
ム
の
階

段
を
六
〇
㍍
ほ
ど
降
り
て
現
在
施
工
中
の
ダ
ム
の

点
検
用
の
ト
ン
ネ
ル
、
監
査
廊
の
内
部
な
ど
を
見 

学
。
山
田
君
は
西
浦
所
長
の
説
明
を
熱
心
に
聞
き

入
り
、
メ
モ
を
と
っ
て
い
た
。

金か

出な

地じ

ダ
ム
見
学

日 建 連 活 動 報 告

熱心にメモをとる山田君。 西浦所長の案内で金出地ダムを見学する山田君親子。

バイブレータに初めてさわるなど初体験の連続。

チーム山田の提案した「未来のふくごう道路」。
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（
山
田
君
の
お
父
さ
ん
）
と
述
べ
た
。
打
設
さ
れ
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
防
止
の
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
養
生
の
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
た
り
、

大
き
な
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
ー
に
触
れ
た
り
と
初
体
験

の
連
続
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
現
場
の
移
動
中
聞
き
な
れ
た
「
サ
ザ
エ

さ
ん
」
の
主
題
歌
音
楽
に
山
田
君
と
弟
が
に
ん
ま

り
。
音
源
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
プ
ラ
ン
ト
で
練

っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
バ
ケ
ッ
ト
で
運
搬
移
動
す

る
無
人
機
械
の
警
戒
音
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

現
場
の
安
全
管
理
に
も
驚
い
て
い
た
。

　

見
学
終
了
後
、
事
務
所
に
戻
り
、
山
田
君
か
ら

お
礼
と
し
て
、
Ｊ
Ｖ
職
員
に
コ
ン
テ
ス
ト
で
発
表

し
た
「
未
来
の
ふ
く
ご
う
道
路
」
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。

　

午
後
、
金
出
地
ダ
ム
作
業
所
を
後
に
し
て
作
業

所
の
あ
る
播
磨
科
学
公
園
都
市
内
に
あ
る
世
界
最

高
性
能
の
放
射
光
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
大

型
放
射
光
施
設
「Spring-8

」
を
見
学
し
、
帰
宅

し
た
。

　
「
ゆ
た
か
な
森
の
お
が
く
ず
道
路
」
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
チ
ー
ム
藤
井
の
藤
井
雄
也
君
は
本

年
四
月
二
日
、
三
人
の
友
達
と
そ
の
家
族
の
計
四

家
族
八
名
で
、
東
京
・
調
布
市
に
あ
る
鹿
島
建
設

　

山
田
君
一
家
は
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
っ
て
、
砂
や

砂
利
や
小
石
と
セ
メ
ン
ト
と
水
を
混
ぜ
て
で
き
る

ん
だ
」「
街
中
の
工
事
現
場
で
は
見
た
こ
と
の
な

い
機
械
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
図
書
館
に
そ
う
い

う
本
が
あ
れ
ば
良
い
の
に
」（
山
田
君
）、「
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
養
生
っ
て
手
間
暇
を
か
け
て
生
き
物
を

育
て
る
よ
う
に
何
年
も
か
か
る
ん
で
大
変
だ
」

技
術
研
究
所
を
見
学
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
検
討
メ
ン
バ
ー
の

吉
川
正
委
員
、
梅
原
治
子
委
員
（
鹿
島
建
設
）
の

案
内
で
、
西
調
布
に
あ
る
実
験
場
内
で
グ
ニ
ャ
リ

と
曲
が
る
、
カ
ニ
が
住
め
る
、
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
い
込
む

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ビ
ル

に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
免
震
ゴ
ム
、
大
型
振
動

台
、
屋
上
緑
化
の
実
験
の
様
子
を
見
学
し
た
。

　

次
に
、
飛
田
給
の
研
究
所
本
館
に
移
動
。
ま
ず

同
メ
ン
バ
ー
の
福
本
正
委
員
（
西
松
建
設
）
が
、

地
震
と
津
波
の
液
状
化
に
つ
い
て
、
渋
沢
重
彦
委

員
（
東
急
建
設
）
ら
が
夏
休
み
に
開
催
し
た
東
京

都
の
公
園
で
の
生
き
物
観
察
会
の
話
を
紹
介
。
続

い
て
、
同
研
究
所
の
越
川
義
功
上
席
研
究
員
、
大

野
貴
子
研
究
員
ら
の
指
導
で
カ
ニ
の
壁
面
登
り
や

ホ
タ
ル
の
幼
虫
の
捕
食
の
観
察
、
液
状
化
現
象
の

実
験
を
体
験
し
た
。
最
後
に
、
高
山
晴
夫
上
席
研

め
て
知
っ
た
」
な
ど
と
感
想
を
口
に
し
た
り
、
カ

ニ
が
壁
面
を
登
る
様
子
や
ホ
タ
ル
の
幼
虫
が
捕
食

す
る
様
子
に
驚
い
て
い
た
。
ま
た
、
建
設
会
社
が

生
き
物
に
係
わ
る
実
態
を
知
っ
た
り
、
工
具
を
実

際
に
使
い
な
が
ら
の
巣
箱
づ
く
り
を
通
じ
て
、
モ

ノ
を
つ
く
る
喜
び
を
体
感
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

藤
井
君
た
ち
は
、
巣
箱
セ
ッ
ト
と
防
災
グ
ッ
ズ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
技
術
研
究
所
を
後
に
し
た
。

究
員
か
ら
研
究
所
付
近
に
住
む
鳥
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
た
後
、
二
班
に
分
か
れ
て
巣
箱
を
つ
く

り
、
技
術
研
究
所
本
館
の
庭
に
取
り
付
け
た
。

　

藤
井
君
た
ち
は
、「
ビ
ル
（
技
術
研
究
所
）
の
屋

上
に
生
息
し
て
い
る
生
物
や
二
〇
㌢
㍍
の
厚
み
の

土
層
に
生
え
て
い
る
二
㍍
を
超
す
大
き
な
木
を
見

る
こ
と
が
で
き
て
面
白
か
っ
た
」「
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
る
の
を
初

n i k k e n r e n  a c t i o n  r e p o r t n i k k e n r e n  a c t i o n  r e p o r t

鹿
島
建
設
技
術
研
究
所
見
学
と

技
術
体
験

梅原委員の説明に耳を傾け、屋上緑化の装置の様子を真剣に覗き込む藤井君たち。

研究所員の手を借り巣箱を取り付ける。 ピンポン玉が浮び、鉄球が沈む、液状化現象を体感した。

チーム藤井の提案した「バイオマスタウン」。 ダムの見学後、コンテストで発表した「未来のふくごう道路」のプレゼンテーションをする山
田君。


